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水道事業を考えよう
未来へ引き継ぐ　安全で頼れる水道をめざして

問合せ　水道課業務係　ｔ295－2112   内 164

第16回

～『水道使用量等のお知らせ』の見方～

Ｑ＆Ａ水道基本料金無償化事業についての
Ｑ１．水道料金の基本料金の減免とは？
Ａ１．水道料金のしくみは、基本料金（水道メーターの口
径ごとに決まった料金）と従量料金（使用水量に応じ
て支払う料金）があり、今回の減免は基本料金のみです。
上記の基本料金一覧表をご覧ください。

Ｑ２．公共下水道使用料や農業集落排水施設使用料は減免
されるの？

Ａ２．されません。水道料金の基本料金のみの減免です。

Ｑ３．水道事業の経営は、厳しいといわれているのに料金
を減免して大丈夫？

Ａ３．確かに令和元年度の決算は、純損失７００万円で赤

字経営となっています。今回の減免は、一般会計から
全額補助され、新型コロナウイルス感染症の影響によ
る経済的な負担を軽減するためのあくまで緊急的、臨
時的な措置であることをご理解ください。

Ｑ４．６か月でどのくらい水道料金の収入は減るの？
Ａ４．６か月で約１億円の減収です。この減収額は一般会
計から全額補助されます。水道料金の収入は年間６億
円程度なので、１/６にあたります。

Ｑ５．一般会計からの補助金の財源は？
Ａ５．国からの『新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金（第二次）』を活用しています。

■基本料金一覧表　　　　　　　　（２か月間・税込み）
口径 13mm 20mm 25mm 40mm

基本料金 1,760円 2,134円 3,432円 7,128円
口径 50mm 75mm 100mm 200mm

基本料金 14,300円 27,720円 51,480円 201,960円

新型コロナウイルス感染症に対する毛呂山町独自支援
策として、水道料金の基本料金を10月検針分から令
和３年３月検針分まで減免して、皆さんにお支払いい
ただいています（官公庁は除く）。
２か月に一度の検針時の『水道使用量等のお知らせ』
の請求予定金額には、減免前の金額を表示してありま
すが、送付する納入通知書や口座振替時には基本料金
を差し引いて請求します。

■口径の確認・・・①
・お客様がご使用中の水道メーターの口径です。
■水道料金・・・②
・ここに表示されている金額から、①に対応する基本
料金が減額となります。

　計算例（右の例の場合）

　（2,277円−2,134円）＋1,870円＝2,013円

水道基本料金無償化事業を実施しています

①

②水道料金 下水道使用料等 請求額基本料金
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 11/10（火）、11/24（火）

12/８（火）、12/28（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 11/18（水）、12/16（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 11/12（木）、12/10（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
11/12（木） 　9:00～12 :00 保健センター

保健センターｔ294−5511
12/３（木） 　9:30～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 11/２（月）、12/１（火） 10 :00～11 :45 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

子育て相談
なんでも話してみよう

11/13（金）、12/11（金）
10 :00～11 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（役場相談要予約）11/27（金）、12/25（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第2・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ295−3111
消費生活相談 毎週火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ080−2274−1445
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中山薬師堂に奉納された懸仏３面
左・中央は直径15.6cm、右は直径12.4cm　左の懸仏には
文明７年に製作し、薬師堂に奉納した旨の銘文があります。


